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未来の姿を実現するための 

アイデアを出し合おう！ 

グループワーク１では、４つのグループに分かれ、そ

れぞれのグループテーマに沿った取組アイデアを黄色

のカードに記載し、意見を出し合いました。 

グループワーク２では、最初のグループとは別のグ

ループに移動し、緑色のカードに新たな意見を書き足

していきました。 

最後、グループワーク３では元のグループに戻り、

提案されたたくさんの取組アイデアの中から、優先順

位の高い取組について話し合いをしました。 

参加者は一般公募町民 1２名、団体推薦７名、職員

１１名の計３０名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１回まちづくり会議では、理想とする武豊町の未来（あるべき姿）について意見交換しました。今回は、４

つのテーマに分かれて、未来のあるべき姿を実現するため、「こんな取組が必要だ！」、「こんな取組をしてい

こう！」といった取組アイデアをみんなで出し合いました。 

 

取組アイデアカード（黄色・緑色）をＫＪ法で整理していきました。 

第２回 まちづくり会議 

日時：令和６年１２月１４日（土） 10:00～12:10 

場所：武豊町役場 ２階 第２～４会議室 

【プログラム】 

オープニング  ★あいさつ  

ワークショップ 

★グループワーク１（自分のテーブルで） 

テーマ別、取組アイデアを出し合いました。 

★グループワーク２（別のテーブルで） 

別テーブルで、取組アイデアを追加しました。 

★グループワーク３（元のテーブルに戻り） 

優先順位の高い取組を検討しました。 

共有タイム  ★各グループワークの発表 

エンディング ★まとめと次回予告 



 

2 

グループワーク 取組アイデアを出し合おう！ 提示されたアイデアの一例を紹介します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回は、『未来の姿を実現するためのアイデアを深掘りしよう！』をテーマに１月１１日（土）に開催します。 
 
 
 

お問い合わせ／武豊町役場 企画政策課 担当:西村・鳥居 

TEL ０５６９-７２-１１１１（内線５１2） FAX ０５６９-７２-１１１５ E-mail kikaku@town.taketoyo.lg.jp 

Ｂグループ  分野４：健康･福祉、分野 5：安全･安心 を中心に 

テーマ：みんなが元気に活動・活躍するまちへ 

Ａグループ  分野２：子ども、分野 3：学び を中心に 

テーマ：子どもの学び・育ちを応援するまちへ 

《Ｃグループ／取組アイデア》 

●駅周辺＋イベント･マルシェ＋空き店舗活用 

・ 駅前にホテル、アウトレット、オフィス等の複合施設を 

・ 名駅通勤者にＰＲ、マンション・店舗 

・ 駅を中心とした交流拠点コミュニティをつくる 

・ 人を呼び込むイベント、中央公園でマルシェ など 

●みその文化を根付かせる 

・ みそたまり文化の発信 

・ 各みそ蔵のみそ汁が飲める“みそ汁スタンド” など 

Ｄグループ  分野８：まちづくり・地域経営、分野１：都市環境 を中心に 

テーマ：住みよいから、住みたいまちへ（その２） 

Ｃグループ  分野６：産業・交流、分野７：環境 を中心に 

テーマ：住みよいから、住みたいまちへ（その１） 

《Ｄグループ／取組アイデア》 

●みそ、たまりのＰＲ戦略 文化をもっと発信 

・ 町内外の飲食店にもっと使ってもらって PR してもらう 

・ 武豊のみそ・たまりを作ったレシピの募集・紹介 

●お試し居住のプロジェクト 

・ 週末に武豊に来てもらい DIYや農業をやってもらう 

●まちの情報発信拠点 

・ まちの拠点で情報発信 観光協会発信でぜひ！ 

・ 武豊のいいとこ、すごいところを発信（ＬＩＮＥ、SNS） 

 

《Ａグループ／取組アイデア》 

●職業体験＋多世代交流も 

・ 小学生の職業体験 町内企業に協力してもらう 

・ 異年代との交流 交流の場の周知･体験学習の拡充 

・ 地域の祭体験、スポーツ体験、農業体験  など 

●子どもたちが主体となった活動を 

・ 子ども会議、子ども議会 

・ 小中高校生企画運営のイベント 団体等とのコラボ 

・ 子どもたち発信のおまつり  など 

《Ｂグループ／取組アイデア》 

●情報の出し方・知りたい人に伝わらない 

・ 町内外問わない 誰でも見れる 見やすい情報発信 

・ ボランティアに関する情報 リーダー育成の紹介 

・ 町民の知りたい情報のニーズの把握 

・ 町からの情報を直接発信できるように（LINEなど）  

●成功体験 学ぶ心の育成 

・ ベストプラクティス・成功事例の（発信）発表会の実施 

・ 楽しそう、面白そうと思ってもらえるプログラム 


